
いざというときにどうする？
日ごろからの備えが重要です。

□避難経路や危険箇所を知る

□家具類を固定

□地域の自主防災組織へ参加

□非常持出品を用意

□災害時の役割分担や避難場
　所、連絡方法を話し合う

□防災訓練や研修へ参加

 避難するときに大事な「非常持出品」。  
 ３日分を目安に準備して、すぐ持ち出せる場所に置いておきましょう。
　※下に記載しているものは一般的な例です。ご家庭や地域の事情に合ったものをご用意ください。

□懐中電灯
□携帯ラジオ
□予備の乾電池
□避難地図

□救急セット
□家族が常用している薬
　・処方箋の控え
□生理用品

□現金（札と小銭）
□免許証・
　健康保険証の写し
□預金通帳の写し
□印鑑

□下着・靴下
□長袖・長ズボン
□防寒用ジャケット・雨具

□台風情報や土砂災害警戒情
　報などを注意深く聞く。
□むやみに外出しない。
□避難勧告が出ていなくても、
　危険を感じたら暗くなる前に早めに避難。
□避難するときは、長靴ではなくひもで締めら
　れる運動靴を履き、杖や長い棒で進行方向を
　確かめながら歩く。
□高齢者や障がいのある方、妊娠中の方など、
　避難に支援が必要
　な人が早めに避難
　できるように地域
　で支え合う。

□飲料水（1人1日3ﾘｯﾄﾙ）
□家族３日分
　の食料

　 非常食に適した食料
乾パン・レトルト食品（ご飯や
お粥など）・缶詰・アルファ米・
チョコレート・ビスケット・キ
ャラメル・パウチスタイルゼリ
ー飲料など

※紹介した前兆が全てではありません。これらを参考に早めに
　避難しましょう。

チェック

1
チェック

2
チェック

3
チェック

4
家庭で 避難用具

□手袋（軍手）
□缶切り・食器類
□ナイフ・はさみ
□ライター・
　マッチ
□携帯用トイレ

生活用品

医療品など 衣　類

食料品

貴重品

地域や自主防災組織で

梅雨や台風時期の災害に備えよう　　　長雨や暴風、土砂崩れなどに注意し、いざというときに慌てず行動しましょう。

特別警報を知っていますか

安全に避難するために。
災害・避難情報をよく聞いて、隣近所
で助け合って避難しましょう。

定期的に中身を確認して、期限切れのものは入れ替えを！

こんな前兆に気をつけて。
台風や大雨の際は、土砂災害の危険が高まり
ます。前兆がないか確認しましょう。

□地域の防災マップを作る　　　　　　　□地域の連絡網を作る
□地域ぐるみの避難体制を作る　　　　　 　□防災訓練や研修を行う

家族の安否確認には、災害用
伝言ダイヤル「171」、携帯電
話の「災害用伝言板」を利用し
よう。

　これまでの警報の発表基準をはるかに超える豪雨などが予想され、重大な
災害の危険性が著しく高まっている場合に気象庁から発表されます。
　特別警報は、これまでにない危険が迫っていることをお知らせするものです。

　特別警報が発表されたら、ただちに命を守る行動をとりましょう！
○経験したことのないような異常な現象が起きそうな状況です。
○この数十年間災害の経験がない地域でも、災害の可能性が高まっています。
　油断しないでください。

特別警報が発表されなくても
安心はせず、最新の気象情報
などに留意して、警戒してくだ
さい。

県防災研修センター
　災害のしくみや防災対策について、映像やパネル展
示などでわかりやすく学べる施設です。防災アドバイ
ザーによる出前講座もあります。

（入館料・各種講座は無料です。）

開館時間
休 館 日
　
所 在 地

☎
ＦＡＸ
ＵＲＬ

午前８時３０分～午後５時
月曜日（祝日の場合は翌日休み）
１２月２９日～１月３日
姶良市平松６２５２番地
０９９５（６４）５２５１
０９９５（６６）５９０９
http://www.kagoshimabousai.jp/

災害時のお役立ちサイトなど
　県のホームページで災害に関する情報を確認することが
できます。気象庁などの情報と合わせてご利用ください。

○鹿児島県危機管理・防災　　　
　　http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/　
○土砂災害発生予測情報システム・河川情報システム
　　http://www.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/
○土砂災害情報マップ
　　http://www.sabomap.jp/kagoshima/
○鹿児島県危機管理局Twitter
　　ユーザー名：kikikanrikago　
　　http://twitter.com/kikikanrikago

防災について学ぼう

避難場所メモ

平成5年8.1豪雨
平成5年台風13号
平成18年7月鹿児島県北部豪雨

特別警報に相当する過去の大雨の例
（死亡者　２３人）
（死亡者　３３人）
（死亡者　  ５人）

特別警報が発表されるまで
（大雨の場合のイメージ）

大雨になるおそれの雨

非常事態

大雨特別警報

大雨警報

大雨注意報

－今年の流行は、どのようになっていますか？
　昨年は、本県でも386人の患者(平成24年は４人)が発生し
ました。今年は、今のところ流行していませんが、年間を通じて
患者の発生はみられますので、今後とも油断はできません。

－風しんとは、どのような病気ですか？
　発熱、発疹、リンパ節の腫れがみられます。風しんウイルス

を含んだ感染者の唾液が飛び散り、他の人に感染します。
　１番の問題は、妊婦が感染すると生まれてくる赤ちゃんが先天性風しん症候
群になる可能性があることです。難聴、眼の異常、心臓の病気、発達の遅れなどが
みられます。妊婦に発熱などの症状が出なくても赤ちゃんに異常が出ることも
あります。

－予防対策がありましたら、教えてください。
　手洗いやうがいだけでは予防は不可能です。予防
接種で風しんに対する免疫をつけるしか予防方法
はありません。
　定期接種では現在2回接種していますが、1回し
か接種していない方は発症する危険がありますの
で、ぜひ2回目を接種してください。また、これまで接
種対象ではなかった30～40代の男性は特に免疫
のない方が多いので、ワクチンの接種が必要です。

こんな地形では、こんな災害に注意！

雨が降りやんだ後でも
土砂災害が発生することが
あるので注意が必要です!！

がけ崩れの前兆
●がけから水が湧き出してくる
●がけに亀裂が入る
●がけから小石がバラバラ落ちてくる
●がけから木の根が切れるなどの異様
　な音がする

地すべりの前兆
●井戸や沢の水がにごる
●地面にひび割れができる
●斜面から水がふき出す
●家や擁壁に亀裂が入る
●家や擁壁、樹木や電柱が傾く

土石流の前兆
●山鳴りがする
●雨が降り続いているのに川の水位が下がる
●川の水が急ににごったり、流木がまざり始める
●腐った土の臭いがする

ようへき

県庁危機管理防災課　☎099(286)2256　　県庁砂防課　☎099(286)3618問い合わせ先

県立大島病院救命救急センターの運用が始まります感染症を予防しよう　～感染症にかからない、うつさないために～
県立大島病院は、奄美地域の中核的な医療機関として離島の医療を支えています。

さまざまな診療科を持つ総合病院であるとともに、島内外から年間9，０００人以上

の救急患者を受け入れています。

救急医療の体制をさらに強化し、できる限り奄美群島内で治療を完結させ、１人で

も多くの方の命を救うため、24時間体制で患者を受け入れる「県立大島病院救命救

急センター」の運用を６月9日（月）から始めます。

救命救急センターは、大島病院本館に隣接する７階建ての建物です。

救命救急センター、臨床研修センターの機能を備え、また、屋上にはヘリポート

を整備しています。

救急医療を行うためのさまざまな設備が
あります。

特に症状の重い患者のための専用病床
であるＩＣＵや緊急手術室、ＣＴ検査などを行
うための検
査室、患者を
搬 送するた
めの大型エ
レ ベ ーター
などを備 え
ています。

臨床研修医や医療関係者がシ

ミュレーターなどを使用し、医療技

術の取得や向上などの訓練を行

う施設です。

また、研修室や学習室、宿泊室

などもあります。

患者を搬送するヘリコプターが

離着陸できます。

救命救急センターの主な施設

ＩＣＵ（集中治療室） 所在地：奄美市名瀬真名津町１８－１

救命救急センター長
服部　淳一

風しん～予防接種で生まれてくる子どもを守れます

　昨年、全国で流行し、本県でも多くの患者が発生した風しんについて、鹿児島
大学大学院医歯学総合研究科　西　順一郎教授に伺いました。

風しん抗体検査
　免疫を持っているかは抗体検査でわかります。
　先天性風しん症候群を予防するため、妊娠を希
望する女性やその同居者などを対象とした無料
の風しん抗体検査を県内の医療機関で実施して
います。
　詳しくは、県や鹿児島市のホームページをご覧
いただくか、県庁健康増進課または鹿児島市保健
所(☎099-258-2358)へお問い合わせくださ
い。

○重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
　SFTSウイルスを持つマダニに咬まれると発熱
や吐き気、おう吐、下痢などの症状が出て、重症化
すると死亡する場合もあります。
　草むらや藪に入る場合は、長袖、長ズボン、足を
完全に覆う靴を着用し、肌の露出を少なくしてく
ださい。
　咬まれた場合は無理に引き抜かず、皮膚科など
の医療機関で処置しましょう。
○結核
　現在でも全国で２万人以上の患者が発生して
います。
　２週間以上、せきやたん、微熱が続くときは早
めに医療機関を受診しましょう。
○ウイルス性肝炎（Ｂ・Ｃ型肝炎）
　早期発見・早期治療のために一度は検査を受け
ましょう。検査は、保健所で原則無料、匿名で受け
ることができます。

県庁健康増進課　☎099(286)2724問い合わせ先 鹿児島県　感染症情報
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　山崩れに注意が必要です。山崩れは集中豪雨ば
かりではなく、地震によっても発生します。特に、
シラス地帯では、崩れやすいので注意しましょう。

　山間部の集中豪雨に注意してください。豪雨
によって山崩れが起きると、土石流の危険があ
ります。

　がけ崩れに注意が必要です。がけ崩れは、豪雨
などによって突然発生します。

　河川の流域や、かつて河川敷だったところは、
豪雨によって洪水に見舞われる危険があります。

救命救急センター（１～３階）

ヘリポート（屋上）

臨床研修センター（４～６階）

県立大島病院　☎0997(52)3611　　県立病院局県立病院課　☎099(286)2820問い合わせ先

鹿児島県　防災

風しん以外の感染症にもご注意

奄美群島に根付い

たセンターとなるよ

うに地域の皆さまと

一緒につくりあげて

いきたいと考えてい

ます

転倒や落下
を防止

ブロック塀
注意！

電信柱
注意！

家族構成に
合わせて準備

日ごろから
訓練を地域で協力

できるだけ
１人にひとつ

赤ちゃんの
紙おむつや
粉ミルクも

公衆電話用
の１０円玉も

服は動き
やすいものを

調理なしで
食べられる
ものが便利

避難場所まで
の経路を確認


